
子供への学習支援によるコミュニティ復興支援事業

地域と学校の連携・協働による学習支援等の実施を通じ、地域住民の幅広い参画のもと子供の学習環境の向上を図るとともに、地域のつながりの形成を図り、被災地
のコミュニティの復興を促進する。

【東日本大震災復興特別会計】
（前年度予算額  102億円の内数） 

 令和６年度予算額 被災者支援総合交付金 93億円の内数

 未だに避難生活を強いられている地域や帰還実施の地域等の中には、未だ学習環境が十分でないところがある。
 避難した住民同士や、避難した住民と避難先及びその周辺地域の住民によって築かれる地域コミュニティは未だ希薄化・分断化されているところもある。
 避難指示解除等に伴い、帰還した地域のコミュニティの再構築が求められている。

現状・
課題

• 被災地の課題に応える学習支援等の企画・提案を行う。
• 多様な地域住民の参画による学習支援活動を確立し、
地域コミュニティの形成につなげる。

・子供たちの学びの場
・地域住民等の参画の場

学習支援コーディネーター
（地域学校協働活動推進員）

学習支援体制の整備

地域住民・NPO・大学等

被災地における学習環境の改善及びコミュ
ニティの復興に関する課題解決に向け、事
前に
「被災者支援に関する目標」・「成果指標」
を設定。

事業実施後、「被災者支援に関する目標
」及び「成果指標」の達成状況について分
析・評価を実施。

評価・検証委員会

• 放課後や週末等の学習支援活動の実施
• 地域の特色を取り入れた活動の展開

被災地の実状・ニーズに基づいた活動の展開

被災地域
での交流 防災教育 語り部

活動
ふるさと
創生

企画・提案、事業実施

参画

• 子供への学習支援を通じた地域住民同士のつなが
り、コミュニティの形成

事業内容

○地域と学校の連携・協働により、地域全体で子供を育てる機運が醸成され、子供の学習環境が好転。
○活動への参画により、地域住民同士の交流が生まれることで、地域コミュニティの形成につながる。
○地域活動の活発化により、被災地における地域課題の解決、震災からの復興につながる。

事業実施により
期待される効果

 被災地における学習環境の改善及びコミュニティの復興に関する課題解決に向け、地域と学校の連携・協働による子供への学習支援体制を整備することにより、子供の
学習支援の実施及び地域住民同士の交流の機会を創出する。

 活動の事前・事後にはその効果の検証・分析を行うことにより、復興に向けて着実に取り組む。
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